
4款　1項　6目

【会計】一般会計

4款：衛生費　1項：保健衛生費　6目：公害対策費

201

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

16,630千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

9 旅費

普通旅費 50千円

特別旅費 71千円

11 需用費

消耗品費 180千円

光熱水費 288千円

修繕料 100千円

12 役務費

通信費 113千円

13 委託料

草刈委託料 108千円

公害関係調査等委託料 11,988千円

大気測定局保守管理委託料 3,716千円

19 負担金補助及び交付金

各種研修負担金 16千円

16,630千円

国主催研修等への参加費（１人分）

計

職員の出張に要する交通費

職員の出張に要する交通費（目的が特定されるもの）

大気測定局電気料

公害測定機器類修繕のための経費

大気測定局等に係る電話料（４回線）

太田地区（管理地）に係る草刈委託料（年２回）

事業の目的

各種調査結果に基づく公害防止対策を推進し、地域住民の生活環境の保全を図ります。

事業の効果

大気環境の常時監視及び河川の水質調査等を継続的に実施することで、地域環境の悪化を未然に防止する
ことが可能となります。また、公害関係の技術研修への参加により、職員の資質向上が図られ、事業者への適
切な指導が期待できます。公害苦情に対して適切な処理を行うとともに、助言等を行います。

節 説明

事業の概要

・一般大気環境測定、大気環境中ダイオキシン類調査、河川水質底質調査、河川水質底質中ダイオキシン調
査及び道路交通騒音振動調査を実施します。 
・事業者への適切な指導を行うため、公害関係の技術研修に参加します。

平成28年度　当初予算要求事業内容説明書

第2章　快適で、安全・安心なまちづくり

施策3　公害の防止・汚染の回復を図ります

事業 公害防止対策事業

担当所属 生活環境課

予算要求額
（財源内訳）

16,630千円

基本施策1　自然環境の保全



【活動指標・成果指標】　

河川水質及び底質調査地点数 29地点

光化学スモッグ注意報発令回数
- 

大気環境中ダイオキシン類調査地点数 4地点

河川水質及び底質中ダイオキシン類調査地点数 9地点

道路交通騒音振動調査地点数 5地点

指標名 平成28年度計画値

大気・水質・騒音・振動調査件数 8件


